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視覚障害者のための地図利用補助装置の提案

古川万寿夫　香山健太　塚田成美

A Proposal of An Aid System to Locate the Position on the Town Map 

for the Blind and Visually Impaired

Masuo FURUKAWA Kenta KAYAMA and Narumi TSUKADA

Wewillproposean aidsystemofconsultationofthetownmapfortheblindandvisuallyimpaired.The

systemisconstitutedbyaonechipmicrocomputer,aglobalpositioningsystemandatouchpanelwiththe

townmapwhichwillbespeciallymadeandmarkedbyprojectionofroadsandlandmarks.Theuser,who

touchthemapbyafinger,isabletolocatethepositionwherehestandnowonthemapobeyingbeepofa

buzzer
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1.ま え が き

視覚障害者の方が晴眼者の付き掃いなしで,1人

で歩行して目的地へたどり着くには苦労がある.特

に今まで 1回もいった経験がない場所への移動は

非常に困難なことである.視覚障害者が1人で外出

した際,見知らぬ土地で自分の現在位置を知る方法

として,そばにいる人に聞く方法があるが,声をか

けることに気遅れしてしまうこと,仮に道案内を間

いたとしても会話から地図の二次元図面をイメー

ジしにくいこと,また必ずしも人が自分のまわりに

いるとは限らない,などの理由で必ずしも良い方法

ではない.

視覚障害者の外出歩行を補助するためには,障害
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物を検知することと,現在地や経路および目的地な

どの位置情報をしることが必要である.障害物を検

知するツールとして,白杖,超音波めがね日,盲導

犬ロボット27などが開発されている.位置情報を提

供するものとして,点字ブロックや音声案内システ

ムりなどが開発されている.また,GPSを用いてナ

ビゲーションを行う歩行支援システム 1)も研究さ

れつつある.

本研究では視覚障害者に位置情報を提供する装

置を提案し試作をしている.視覚障害者の方が外出

したときに道順を自ら調べ,外出時の心労を減らす

ことを目指している.通路部分を突起させた特殊住

宅地図上で自分の現在位置を把握しながら,特殊住

宅地図を蝕読して目的地までの道順や現在地周辺

の地理事情などを,利用者が｢地図から読む｣こと

を補助するための携帯装置を考案した.本装置はナ

ビゲーションにより歩行者を目的地まで誘導する

機能は有していない.ナビゲーションに頼らず,道

順は歩行者が自ら考えたほうが,道を間違えてしま

ったときや,寄り道をしたくなったときなど様々な

点で有利であるととともに,装置の簡略化がはから
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れ軽量かつ小型になり携帯性が向上すると考えた.

本装置は特殊住宅地図上を指でなぞると,指で

触れた部分が現在位置からどれくらい離れている

かをブザー音の音色や発音パターン変化で知らせ

る装置である.利用者は地図上で指を動かしていき,

現在位置を示すブザー音がなる個所で指を止めれ

ば,そこが地図上における現在地であることが把握

できる.その後,地図で現在地周辺の情報を指蝕で

読み取ったり,目的地まで道順を調べることができ

る.

2.地図利用補助装置の構成

2-1 装置の構成

考案し現在試作途中にある本装置の構成を図1

に示す.本装置をコントロールするためにワンチッ

プマイコンボード(秋月電子製AXI-H8)を用いた.

利用者の存在する現在位置を取得するためにGPS
SONY製IPS-5000をAXトH8のシリアルポートSCIO

に接続した.また通路部分を突起させた特殊住宅地

図をのせるためのタッチパネル(グンゼ株式会社製

AccessTouch)をAXトH8のシリアルポートSCIl

に接続した.利用者に音によって地図上の位置を知

らせるためのブザーをAXI-H8のⅠ/0ポートに接続
した.

制御プログラムの開発はパソコン上で C言語ク

ロスコンパイラを用いて行っている.作成したオブ

ジェクトプログラムはパソコンからシリアルポー

トを通じてAKIIH8のフラッシュROMに転送したの

ち,パソコンから切り離して本装置単独で動作でき

る.

2-2 GPS

本装置で使用したGPSの仕様を表1に示す.

GPS(GlobalPositioningSystem)はGPS人

工衛星を利用して緯度,経度,高度などを測位する

システムである.GPSは米国国防総省で軍事目的に

開発された.

昨年までS/A(SelectiveAvailability)とよ

ばれる測位精度を故意に落とす行為がGPS運用機

閑である米国国防総省によって国防上やむをえず

行われてきた.S/Aの目的はGPSの民間ユーザーの

用途に制限を与えるためのものだったが,2000年5

月2日日本時間13時において解除された.S/Aが

有効であった時の測位精度は100mであったが,S/A

が解除されたあとは9mと非常に少なくなった.

GPSはGPS衛星電波を受信して測位した位置デー

タを1ブロックあたり110文字のASCIIコードとし

てシリアルⅠ/0から1秒おきに出力している.GPS

が出力した位置データの1例を図2に示す.このデ

ータの下線部(1)の個所から緯度が,(2)の個所から

経度が,(3)の個所から進行方向を取得することが

できる.

2-3 タッチパネル

使用したタッチパネルは上部透明電極フイルム

と下部透明ガラス電極がスペーサを介して向かい

合っている.タッチパネルの位置検出方式はアナロ

グ抵抗膜4線式である.タッチパネル上の一点を触

れた場合,上部電極と下部電極が接触し,位置を抵

抗値として検出するしくみになっている.
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図1装置の構成

表1 GPSSONYIPS-5000の仕様

電源電圧 +5V±0.25V

消費電 130血

位置精度 9m

速度精度 0.56km/h

通信フォーマット RS-232C

外形寸法(W*D*H) 72.5*72.5*26mm

迎虻艶 0012262025456N3640296(lIE13814128(2)

iQ3立 地 iZa(3)0012262025455旦皇旦盛出
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図2 GPS出力データの1例
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本装置で使用したタッチパネルの仕様を表2に

示す.

2-4 ワンチップマイコン

AKI-H8は日立製 16ビットワンチップマイコン

H8/3048Fを搭載したマイコンボードである.試作

に用いたAXトH8の仕様を表3に示す.

3.地図利用補助装置の動作

3-1 装置の動作

利用者がタッチパネルの地図上を指で押しなぞ

ると,触った地点の座標値データがタッチパネルか

らAKI-H8に送られる.AXI-H8はその座標値データ

から利用者が指し示す地図上の位置(Mx,My)を計算

する.一方A【トH8は利用者が存在している現在位

置データ (Gx,Gy)をGPSから取得する.All-H8は

(Mx,My)と(Gx,Gy)を比較し,その差分に応じてブ

ザー音の周波数を変化させ,触った地点が現在位置

からどの程度はなれているか利用者に知らせる.特

殊地図上を指でさ(･つているとき,現在位置のある

方向を音の種類によって知らせるため,地図上の現

在位置まで音を聞きながら利用者が指を誘導する

ことができる.

次に地図上の指位置とブザー昔の関係を南北方

向と東西方向の場合にわけて具体的に説明する.指

が南北方向に現在位置から遠ざかると昔の間隔が

広くなっていく.それとは反対に近づくほど音の間

隔が狭くなっていく.指位置が現在位置と一致する

と音の間隔が一番狭くなる.また,指位置が東西方

向に現在位置から遠ざかると音色が低くなってい

く.反対に近づくほど音の高さが高くなっていき,

現在位置と一致すると音色の高さが一番高くなる.

したがってタッチパネル上の現在位置に指が触

ると一番音色が高い連続音がなることになる.この

音で利用者は,指で触っているところが現在地であ

ることを知ることが可能である.

3-2 装置のソフトウェア

フローチャートを図3に示す.GPSから現在位置

データを取り込み,地図上の現在地を示す座標値

(Gx,Gy)に変換する.その後タッチパネルから地図

上の触指座標値(Mx,My)を入力する.(Gx,Gy)と

(Mx,My)の値を比較してブザー音をならすという処

理の繰り返しになっている.

ブザー音はPWM変調により発生させていて,育

表2 タッチパネルの仕様
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供給電源 RS-232C端子より供給

消費電流 待機時4nA､動作時6nA(typ)

電気分解能 1024×1024

通信フォーマット 19200bps,8bitデータ

応答速度 35msee(mュn)

サンプリング間隔 23msec(typ)(タッチ入力時)

外形寸法 242×188×14[mm](max)

質量 約220【g]

方式 アナログ抵抗膜 4線式

表3 ワンチップマイコンAEIIH8の仕様

クロック lMHz～16MH.Z

ROM 128KB(フラッシュROM)

RAM 4KB(SRAM)内蔵

シリアル通信 独立2CH(同期,非同期切り替

え,ポ-I/ニ トジェネレータ内

蔵)

A/D 10ビット分解能×8CH (サ

ンプルホールド内蔵)

D/A 8ビット分解能×2CH

Ⅰ/0 入出力端子 78本 (最大)

色の高さは,PWM周波数をかえることにより調節で

きる.一方,音の間隔は,(Gx,Gy)と(Mx,My)の差分

に比例した時間待ちを発音の問に加えることによ

り調節している.(Gx,Gy)と(Mx,My)が一致した時は,

時間待ちをいれない.

4.ま と め

視覚障善者のための地図利用補助装置をワンチ

ップマイコン,GPS,タッチパネルおよび道路部分

を突起させた特殊住宅地図を用いて専用ハードウ

エアを構成することを提案した.この提案にもとづ

いて本装置を現在試作中である.現在の試作装置で

は,ブザー音を聞きながら,タッチパネル上の現在

位置まで指を誘導することができている.
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図3 制御ソフトウェアのフローチャート

しかし特殊住宅地図が,まだ試作できていない

こと,また,携帯性を考慮して装置をよりコンパク

トかつ軽量にしていく必要があり,今後の本装置の

完成をめざし開発を続けていきたい.視覚障害者の

ヒアリングも行い,使いやすい装置にしていきたい.
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